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10月・11月の予定 

10月 19 日（木）たまん祭準備作業 

10月 20 日（金）たまん祭準備作業 

10月 21 日（土）第 13 回たまん祭 

10月 25 日（水）施設内研修会 

10月 28 日（土）余暇活動支援 

11月 4 日（土）利用者健康診断 

11月 7 日（火）給食会議 

11月 8 日（水）調整会議 職務会議 

11月 25 日（土）ゆうあいスポーツ大会 

11月 30 日（木）防災訓練 

第 193号 

ボランティア 

  ありがとうございます 
友繁寧人さん 照屋健裕さん 山城直枝さん 

鉢嶺宗健さん 金城八重子さん 

平成 29 年 9 月 28 日（木）に第三者委員会が開かれました。委員の杉本栄孝氏、阿波連俊憲氏、

平良清美氏は、施設長より近況報告を受け、園芸の作物のアドバイスを頂いたり、利用者さんの生

産活動の様子をご覧になり、実際に利用者さんと作業の体験も行う場面も見られました。また、就

労移行事業所では、就労支援員より訓練の内容の説明を行いました。今後も第三者委員の皆様から

ご意見を頂きながら利用者の福祉サービス向上に努めていきますので、宜しくお願い致します。 

10 月 7 日(土)に「第 53 回沖縄県身体障害者ス

ポーツ大会」が沖縄県総合運動公園陸上競技場に

て開催され今年も糸満市身体障害者協会から代

表として濱元 加代子さんが出場されました。こ

の数年は「ビーンバック投げ」の競技に出場して

いましたが、今回は久しぶりに「ソフトボール投

げ」に参加されたとのこと。本人曰く「数年前よ

り記録は落ちていました。」とあったが結果は銀

メダルで嬉しそうでした。加代子さん、お疲れ様

でした。来年も良い報告を期待しています。 

9月 30日（土）に余暇活動支援でドライ

ブに行きました。今回は、知念半島をまわ

り、与那原の東浜のきらきらビーチで昼食

を摂りました。帰りは、ニライカナイ橋を

通ると素晴しい景色、太平洋の海に太陽が

キラキラ光り、水平線が目の前に広がり、

みんな絶景に浸っていました。帰りに八重

瀬の道の駅で各々好きな物を買い、ドライ

ブを楽しみました。 

平成 29 年 8 月 28 日～9 月 1 日に沖縄大学より興那城 五

月さん、平成 29 年 9 月 4 日～8 日に同じく沖縄大学から新

城 泰史さん、平成 29 年 9 月 11 日～15 日に琉球大学より下

地 高太郎さん、平成 29 年 9 月 19 日～25 日に沖縄女子短期

大学より山城 寧々さんが介護等体験に来て下さりました。 

介護等体験に入って「初めは不安や緊張でいっぱいでしたが、

施設の皆さんが温かく迎え入れてくれて明るく接してくれた

ので楽しい時間を過ごす事が出来ました。」「今回の体験で人

とのふれあいの大切さなどを学ぶ事でき、私にとって一番の

課題だった笑顔、コミュニケーションが大分、克服できまし

た。」「就労を目標にしながら、地域の産業や文化に触れてい

たり、1 人 1 人が与えられた仕事を一生懸命に取り組んで様

子から、私自身も逆に励まされました。」など様々な前向きな

感想を頂きました。皆さん、短い期間ではありましたが本当

にお疲れ様でした。今回、感じた事を胸に今後の学生生活や

目標に向かって頑張ってください。 


